
提

出

者
小

沢

和

秋

赤

嶺

政

賢

平
成
十
五
年
九
月
二
十
六
日
提
出

質

問

第

一

三

号

離
島
に
お
け
る
石
油
製
品
価
格
の
引
き
下
げ
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書
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離
島
に
お
け
る
石
油
製
品
価
格
の
引
き
下
げ
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

九
州
・
沖
縄
地
方
は
離
島
が
多
く
、
そ
の
住
民
の
生
活
は
交
通
の
便
の
み
な
ら
ず
雇
用
、
営
業
面
で
本
土
以
上
に
厳
し
い
実

態
に
あ
る
。
離
島
住
民
の
一
人
当
た
り
平
均
所
得
は
、
全
国
平
均
の
六
十
七
％
と
非
常
に
低
い
水
準
に
あ
る
一
方
、
消
費
者
物

価
は
物
流
面
で
離
島
運
賃
が
加
算
さ
れ
る
た
め
、
本
土
に
比
べ
約
十
一
％
高
で
あ
る
。

鹿
児
島
県
県
民
生
活
課
の
物
価
調
査
に
よ
る
と
、
県
内
本
土
と
種
子
島
、
屋
久
島
等
の
離
島
の
平
均
物
価
を
比
べ
た
場
合
、

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
が
十
六
％
高
、
灯
油
が
二
十
九
％
高
、
ガ
ソ
リ
ン
が
十
八
％
高
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
が
十
％
高
、
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
代
八
％
高
、
う
る
ち
米
価
格
九
％
高
と
な
っ
て
お
り
、
食
品
に
つ
い
て
も
牛
乳
は
十
九
％
高
、
キ
ャ
ベ
ツ
二
十
％
高
で

安
い
の
は
豚
肉
（
二
％
安
）
と
ま
ぐ
ろ
（
同
）
が
目
立
つ
く
ら
い
で
あ
る
。

レ
ギ
ュ
ラ
ー
・
ガ
ソ
リ
ン
に
つ
い
て
実
際
価
格
を
見
る
と
、
種
子
島
で
一
リ
ッ
ト
ル
当
た
り
百
二
十
七
円
、
屋
久
島
で
同
百

三
十
七
円
と
、
本
土
よ
り
高
価
格
で
あ
る
。
特
に
日
常
生
活
に
も
営
業
に
も
不
可
欠
な
石
油
製
品
に
つ
い
て
は
、
高
い
価
格
を

是
正
し
て
ほ
し
い
と
い
う
の
が
離
島
住
民
の
強
い
願
い
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
種
子
島
の
Ｊ
Ａ
鹿
児
島
熊
毛
農
協
の
総
代
会
資

料
に
あ
る
石
油
製
品
販
売
事
業
の
経
営
内
容
報
告
で
は
、
石
油
製
品
関
係
の
粗
利
益
は
約
三
十
％
も
あ
り
、
純
利
益
は
約
十
％

と
高
い
水
準
の
儲
け
が
保
証
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
以
降
、
Ｊ
Ａ
鹿
児

一



島
熊
毛
農
協
は
、
農
業
用
灯
油
を
組
合
員
に
割
引
販
売
す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
ガ
ソ
リ
ン
価
格
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
高
い

ま
ま
で
据
え
置
き
と
な
っ
て
い
る
。

以
上
の
状
況
を
見
る
な
ら
、
種
子
島
な
ど
の
離
島
住
民
、
農
民
は
割
高
に
な
っ
て
い
る
石
油
製
品
・
ガ
ソ
リ
ン
価
格
の
引
き

下
げ
を
切
望
し
て
い
る
の
に
、
そ
の
願
い
は
Ｊ
Ａ
総
代
会
資
料
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
不
可
解
な
価
格
保
証
の
仕
組
み
に
よ
っ
て

妨
げ
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

そ
こ
で
、
質
問
す
る
。

（
一
）

同
じ
卸
価
格
で
卸
さ
れ
た
ガ
ソ
リ
ン
等
が
、
離
島
で
は
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
高
価
格
と
な
っ
て
い
る
の
か
、
そ
こ
に
は

談
合
等
が
存
在
す
る
の
で
は
な
い
の
か
。
政
府
の
責
任
に
お
い
て
原
価
の
公
開
、
原
因
の
調
査
を
す
す
め
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

（
二
）

離
島
に
お
い
て
も
生
活
や
営
業
に
欠
か
せ
な
い
ガ
ソ
リ
ン
の
価
格
を
低
減
さ
せ
る
た
め
、
政
府
と
し
て
離
島
振
興
策

の
一
環
と
し
て
価
格
維
持
措
置
（
ガ
ソ
リ
ン
税
の
特
別
減
額
等
）
を
検
討
し
、
実
施
す
る
つ
も
り
は
な
い
か
。

（
三
）

冒
頭
に
指
摘
し
た
通
り
、
石
油
製
品
だ
け
で
な
く
、
離
島
で
は
多
く
の
生
活
必
需
品
の
価
格
が
非
常
に
高
い
も
の
と

な
っ
て
い
る
。
所
得
が
本
土
住
民
よ
り
き
わ
め
て
低
い
大
部
分
の
離
島
住
民
に
と
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
耐
え
が
た
い
負

二



担
を
是
正
す
る
こ
と
は
緊
急
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
政
府
は
、
離
島
の
高
物
価
の
実
態
を
調
査
し
た
こ
と
が
あ
る
の

か
。
ま
た
、
是
正
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
て
き
た
の
か
。
今
後
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を
検
討
し
て
い
る
の

か
。

尚
、
今
国
会
は
、
十
月
中
旬
頃
に
解
散
が
予
想
さ
れ
て
い
る
が
、
質
問
主
意
書
に
つ
い
て
は
国
会
法
第
七
十
五
条
に
お
い
て

「
内
閣
は
、
質
問
主
意
書
を
受
け
取
っ
た
日
か
ら
七
日
以
内
に
答
弁
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
期
間
内
に
答
弁
を
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
そ
の
理
由
及
び
答
弁
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
期
限
を
明
示
す
る
こ
と
を
要
す
る
」
と
あ
る
。
本
質

問
主
意
書
に
対
す
る
答
弁
を
少
な
く
と
も
国
会
解
散
前
に
す
る
こ
と
を
強
く
要
求
す
る
。

右
質
問
す
る
。

三


